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森友・加計疑惑の徹底追及！安倍はすぐ辞めよ！ 

国会前で４００人集会 
7月 24日、衆院予算委委員会の閉会中審査が行われましたが、議員会館前では、「衆参予算委員

会閉会中審査 森友疑惑徹底追及！加計疑惑徹底追及！ 稲田も安倍もすぐ辞めろ！7・24～25国会

議員会館前行動」が開催され、400人が参加し、「森友・加 

計疑惑徹底糾明しろ」「安倍はやめろ」等とコールしました。 

呼びかけは、戦争させない・９条壊すな！総がかり行動実行 

委員会でした。 

  コールをあげた後、駆けつけた民進党の福山哲郎参院議員、 

共産党の塩川鉄也衆院議員、自由党の森裕子参院議員があいさ 

つ。塩川氏は、午前中の予算委員会の様子を報告するとともに、 

「このような疑惑隠しの安倍政権を許してはならない。解散・ 

総選挙で信を問うべきだ」と述べました。 

 主催者あいさつで、総がかり行動実行委員会の藤本泰成さんは「仲間内やお友達ばかり優遇し、

国民の声に耳をかさないということが安倍政権の本質だ。もう退場しかない」と強調しました。 

 安保保障関連法に反対する学者の会の広渡清吾東大名誉教授は「安倍政権を崖っぷちまで追い込

んできた。あと少しです。退陣に追い込みましょう」と訴えました。また、飯島滋明名古屋学院大

学教授は「安倍政権に国政を担う資格はない」と話しました。 

 

安倍首相、自民改憲案「夏に絞る」 

「臨時国会提出へ議論加速させる！」と 
 安倍首相は 23日、横浜市で開かれた日本青年会議所の会合で青木照護会頭と対談しました。 

 その対談の中で、首相は憲法改正について、「自民党は政権与党として責任感を持って憲法議論

を深めていく。この夏に汗を流しながら（改憲項目を）絞っていく」と述べ、今秋の臨時国会への

自民党案提出に向け、党内の意見集約を加速させる意向を示しました。 

 内閣支持率の急落を受け、党内外から慎重な対応を求める声も出る中、首相は自らが掲げる 2020

年の新憲法施行を目指す姿勢を鮮明にした形です。また、首相は「各党はただ反対するのではなく、

『自分たちはこう考えている』という案を持ち寄ってほしい」と述べ、野党側にも提案を促しまし

た。 

国民投票「非常に厳しい」 と、 

船田自民改憲本部長代行－時事通信インタビュー 
  時事通信が、自民党憲法改正本部長代行を務める船田元氏に、安倍首相が提起した憲法改正案な

どについて、インタビューしました。船田氏は、党の改憲案を秋の臨時国会に提出するとした安倍
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首相の方針に関し、「支持率が低いと自民党案をまとめるのに時間がかかる」と述べ、安倍内閣の

支持率急落で提出は困難になったとの認識を示しました。 

以下、報道されたインタビューです。 

 ◆首相が５月３日、憲法９条１、２項を維持した上で自衛隊の存在を 

明記するとの改憲案を提起した。どう評価するか。 

船田氏 わが党では「（戦力不保持を定めた）２項をそのままにして自 

衛隊を置くのはどうか」という意見があったが、そのために自衛隊も 

憲法に書けない状況が続くのはおかしい。自衛隊を明記する方が今より 

はましな状況になる。 

  問題は２０２０年という期限を切ったことだ。急ぐ努力はするが、相手があることなので、期

限を切るのは良くない。いまだにふに落ちない。 

◆首相はなぜ、あの時期に発表したと思うか。 

船田氏 自民党総裁選が来年９月、衆院の任期満了が来年１２月ということをにらむと、自身が目

指す憲法改正を成し遂げるには、ここでギアチェンジしないと間に合わないし、衆参の改憲勢力３

分の２以上という絶好の機会を逃してしまう恐れを感じたのではないか。 

◆発議を急ぐことには反対か。 

船田氏 当然だ。国会発議後の国民投票は非常に厳しい。特に９条を取り上げれば、全国の（護憲

派市民団体）「９条の会」に火を付けることになる。国会で３分の２以上を取るよりも、国民投票

で過半数を取る方が難しい。国会の３分の２の勢力だけで事を進めると、必ず国民投票でしっぺ返

しが来る。それを避けるためには民進党など野党とも、ある程度時間をかけて言い分もよく聞き、

話し合う努力をすることが大事だ。 

◆首相が期限を設けたことは、野党との協議の妨げになるか。 

船田氏 期限を切ることで、みんなが努力するという効果もあるが、一方的に期限を切ると野党が

余計、反発しかねない。既に期限を切ったことで、民進党などは「安倍政権のうちは改憲しない」

とはっきり言っている。硬化した態度をどうやって和らげるか悩んでいる。 

◆内閣支持率が急落する中、秋の臨時国会に自民党改憲案を提出することは可能か。 

船田氏 内閣支持率の下落と憲法改正議論の進行状況はあまり関連性がない。ただ、支持率が一定

程度回復してくれないと、党内の足並みが乱れたり、浮き足だったりする。そうなると自民党案が

なかなかまとまらない。支持率が低い状況が続けば、党内の取りまとめに時間がかかる。 

◆党内では「９条２項を維持する」とした首相案に反対する議員も多い。 

船田氏 支持率が低いままだと、そのような議員への説得が難しくなる。総裁の求心力が下がれば、

意見が通らないことにつながる。 

毎日新聞の世論調査も、 

安倍内閣支持率「10ポイント減」3割を切る！  

安倍内閣の支持率が、毎日新聞の調査では「危険水域」とされる 20％台に突入するなど、下落が

止まらない事態となっています。安倍首相の閉会中審査が決まった後に行われた３つの世論調査で

も、1か月前と比べて 10～12.9ポイント減少しています。 

 また、安倍首相は 8月 3日にも内閣改造を行う方針ですが、想定される改造の内容を評価しない

とする結果も出ており、改造が支持率回復につながるかは不透明な状態です。 

産経・FNN、毎日の調査で支持率最低、不支持率最高を更新 
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7月 24日に結果が明らかになった毎日新聞、日経新聞とテレビ東京、産経新聞社と FNN（フジニ

ュースネットワーク）の 3つの世論調査では、前回 6月調査よりも支持率が 10ポイント以上減少

し、不支持率が 10ポイント以上上昇するという内容でした。 

毎日調査では支持率は前回（6月 17、18日）より 10ポイント減の 26％、不支持率は 12ポイン

ト高い 56％を記録しました。日経・テレ東調査の支持率は前回（6月 16～18日）より 10ポイント

減の 39％で、不支持率は 10ポイント高い 52％でした。産経・FNN調査では、支持率は前回（6月

17、18日）より 12.9ポイント減の 34.7％、不支持率は 13.2ポイント高い 56.1％でした。 

  毎日、産経・FNNの調査では、第 2次安倍内閣発足後、支持率は最低、不支持率は最高をそれぞ

れ更新しました。日経・テレ東調査では 15年 7月の 38％に次ぐ低さでした。 

内閣改造しても支持得られていない！ 

 また、安倍首相が 8月に行う内閣改造については、毎日新聞の「今の内閣の柱である麻生太郎副

総理兼財務相と菅義偉官房長官を留任させる考えです。これを評価しますか」の問いに、「評価し

ない」52％、「評価する」30％でした。この結果は、続投する「内閣の柱」が引き続き支持を得ら

れないことを示しています。 

日経・テレ東では、不支持の理由のトップが「人柄が信用できない」の 44％でした。第 2次内閣

で最低だった 15年 7月の調査では、不支持の理由で最も多かったのが「政策が悪い」の 41％で、

「人柄が信用できない」は 4番目に多い 24％でした。また、日経は「今回は首相の信頼度の余韻が

目立つ」と指摘しており、安倍首相の人柄が信用されていない以上、閣僚が変わったとしても政権

への支持は回復しないという解釈もでそうだと報道しています。 

各地のとりくみ 

愛知 「安倍内閣の暴走を止めよう！あいち集会」750人参加！ 

 名古屋市中区で 13日、戦争法や秘密保護法、共謀罪の廃止、辺野古新基地建設反対などを掲げ

た「安倍内閣の暴走を止めよう！あいち集会」が開催されました。デモ行進中にも参加者が増え、

750人が「憲法無視する総理はいらない」「政治の私物化許さない」「安倍政権は真実語れ」などと

コールしました。主催は、安倍内閣の暴走を止めよう共同行動実行委員会。 

 共同代表の長峯信彦愛知大学教授があいさつで、「日本の軍事費はすでに世界トップクラス。自

衛隊が憲法に明記されれば、際限なく税金がつぎ込まれる。安倍政権を打ち倒し、憲法 9条を世界

共通の平和理念にする社会をめざそう」と話しました。 

 名古屋から音楽で辺野古新基地建設反対を訴える神戸郁夫さんが報告。「機動隊の対応がいっそ

う暴力的になり、けが人が増えている。同じ日本とは思えない。ウソやごまかしを続ける安倍政権

に政治を任せておくわけにはいかない」と訴えました。 

 県弁護士会の花井増實弁護士は、共謀罪について「いまだに適正な運用がされるのかはっきりし

ない極めて恐ろしい法律。廃止の運動を強めていただきたい」と語りました。 

民進党の近藤昭一、山尾志桜里衆院議員、共産党のもとむら伸子衆院議員からのメッセージが紹

介されました。 

 デモ行進に 5歳の子どもと参加した男性（43）は、「国民の自由と権利を奪う安倍政権に怒り心

頭です。10年後もし戦争する国になったら、子どもになんて言われるのか。やれることはやってい

きたい」と話しました。 

憲法講座 ―安倍 9条改憲を阻止するためにー 
とき  ２０１７年７月２９日（土） 午前１０時３０分～１２時３０分（１０時開場） 

ところ アルカディア市ヶ谷 6階 阿蘇 
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